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＜病棟連絡事項＞
・コロナ遺伝子検査（NEAR法検査）の実施担当者が、WIZ当番表に追加となっています。夜間の入院者の翌日検査実施や職員で検査必要になった際、担当者への連絡し、実施していくことになります。

・出勤時の職員健康観察表へ忘れずに入力してください。引き続き、感染対策予防実施体調管理してください。

・学校関連を含めコロナウイルス感染者増強しています。陽性者や濃厚接触者との接触の可能性、自身やご家族に関係することであれば、情報が入った際、すみやかに報告をお願いします。検査してからの出勤や出勤停止の判断をしていきます。管理者間で、報告（メールも含む）情報共有し対応していきます。

・今年度は、看護グループ研修がメールできており、テストの回答を返信することで出席としています。各自研修資料を確認し、回答していくようにしてください。
　※「認知症ケアセンターの役割」　8月31日までとなっています。
・病棟のカンファレンス勉強会の資料、金井JGMよりメールきています。内容を確認してください。

＜患者様連絡事項＞
・本間　啓子様～血圧低値で都度当直医等へ報告しアムロジピンを除剤していることを報告。本日よりアムロジピン除剤の口頭指示あり除剤実施している。

・李　鵬飛様～在留期間の延長や退院について
[bookmark: _GoBack]滞在期間延長の為、岐阜一般労働組合へ在留カードとパスポート　の郵送手続きをしていたが、本人は北日本造船の介入でないとダメだと強力に拒否。電話口で日本語ができる中国人の方を通訳としてSWが説得と説明を行ったが、本人の考えは変わらず。さらに北日本造船側はビザ延長に関する手続きについては全く関与しないとの事。本人は不法滞在、強制送還でも構わないとも話している。加えて、退院後はすぐに北日本造船へ行くと訴え、今回の措置解除後に発生する入院費も精神的損害賠償として請求をし、そこで警察に逮捕されても構わないと表現している。
SWは、本人の不利益とならないようにと手続きを行っていたが、本　人の強力な拒否によってそれは中断されている状態となった。
また、100万円をご家族に送金する為の外出希望については、新型コロナウイルスの感染対策で、外出は困難である事を伝えるとすぐに理解でき、了承されている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放時他室侵入等迷惑行為あり、早めに開放観察終了している。奇声や不潔行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
[bookmark: _Hlk62478463]
・飯田　修子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施しているが被害妄想及び情動不穏・興奮著明の為、予定より早くに開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。他者へ敵意向ける事無く情動不穏も見られない。衝動行為・問題行動見られず経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・見付　龍矢様～GH入所に向けて支援※元々、9/7にGHココライフに体験宿泊の予定であった。
退院前は相談支援員や訪問看護を含めた各関係機関でケア会議を実施予定。退院後の訪問看護の利用は継続。

体験宿泊を行う予定であったGHココライフへは入院までに至った経緯についてpswより情報提供してもらう予定となっている。体験宿泊についてはまだ未定。

・加藤　ツネ様～各食自力で全量摂取。療養環境に対する不満訴える事はあるが情動面は安定している。対話時には取り繕い反応顕著。帰宅願望の訴えは無い。

・程熊　薫様～朝食後薬を声掛けで服用するが「薬、あったっけが？」と服薬回数などを理解出来ていない様子あり。終日テレビを鑑賞して過ごしているが、コロナウイルス感染対策について説明しても理解できず。

・佐々木　正訓様～言語・行動の解体見られず疎通性も良好。身体不調の訴え無く発熱等のバイタルサイン異常も無い。指示の点滴トラブル無く終了している。

・寺井　恵利子様～CSセットに関して不満や妄想様の言動あるがこちらの介入に不穏となる。事なし。食事は昼食拒否。日用品の買い物はしている。ホールで過ごす。

・見付　龍矢様～不穏さや退院に関する訴えなく対面時穏やか。余暇はテレビを見たりして過ごす。

・本間　啓子様～血圧低値あり主治医に報告し2日分除剤の指示ある。体温38.1～37.2℃にてクーリング施行。酸素飽和度の低下なし。食事は各食1/3程度摂取。大声で繰り返し「先生」と訴え聞かれており話を傾聴。ケア時の抵抗や不穏さなし。

・城前　実様～体温37.0～37.8℃、他バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下なし。クーリング継続。不調の訴えなし。


＜金Dr診察＞
・東野　愛様～臨時薬同内容で7日分処方。

・佐藤　留五郎様～臨時薬同内容で7日分処方。点滴(抗生剤)は本日22:00施行分を以て終了の指示。

・中村　満様～臨時薬同内容で7日分処方。

・田中　テル様～臨時薬同内容で7日分処方。

・赤坂　キミ様～臨時薬同内容で7日分処方。転出は保留(※精神状態の観察を行い、併せて夫様に対する衝動的な暴力行為の理由・背景を患者様から引き出すよう指示あり)。"転出先は南病棟では無く、西病棟でも良いと思う"と主治医金Dr.は話されている。

